
 

 

§1 下部工（鋼製支柱）設計手順 

以下に鋼製支柱の設計手順を示す。旧建設省と旧運輸省とも応力度照査の手法は異なるが大まかな設計手順は同じで

ある。 

 

 

 

 

■各照査項目 

主な照査項目を次に示す。 

(1) 鋼製支柱本体の照査 

下図の照査点において軸力、曲げモーメント、せん断力に対し応力度を照査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図－門型支柱の照査位置                      図－単柱の照査位置 

 

 ■照査する作用力 

 ・軸力（鉛直方向作用力） 

 ・曲げモーメント：橋軸方向曲げモーメントと直角方向曲げモーメント 

 ・せん断力：橋軸方向及び直角方向のせん断力とねじりモーメント 

 

(2) 基礎の照査（鋼製支柱：柱状態基礎） 

基礎の安定に対し、鉛直力に作用する押込み力及び、水平変位に対して照査した。 

部材の照査としては、基礎に作用する曲げモーメントとせん断力に対し応力度照査を行い、L2地震時設計（偶発作

用支配状況：旧建設省設計のみ）は動解応答値と基礎の耐力の照査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

START

②骨組解析モデルの作成解析（静的解析：永続・変動作用支配状況）

・断面寸法（箱断面寸法板厚、補強リブ）の仮定

・地盤バネ値の仮定　　　　　　　　※常時、温度時、風時、制(始)動時、L1地震時

①諸条件の設定

・上部工反力の集計

・地盤定数の設定

③断面応力度計算（永続・変動作用支配状況）

　　（※常時、温度時、風時、制(始)動時、L1地震時）
・柱（基部）断面の応力度計算、・はり部断面の応力度計算

・隅角部（部材が直角に曲がる個所）の応力度計算

④基礎の安定計算（永続・変動作用支配状況）

　（※常時、温度時、風時、制(始)動時、L1地震時）
・鉛直支持力の照査　・水平変位の照査

・杭体の応力度照査

⑤レベル2地震時の解析（動的解析：偶発作用支配状況、旧建設省設計のみ）
・動的解析骨組の設定　・部材M-φ（塑性化を考慮する部材のL2時剛性）の設定
・固有振動数解析　・レーリー減衰の設定

⑥レベル2地震時の鋼部材の照査（偶発作用支配状況）
・水平変位の照査　・残留変位の照査　・許容曲率の照査

・橋脚の水平耐力の照査　・基礎接合部（アンカーフレーム）の設計

⑦レベル2地震時の基礎の照査（偶発作用支配状況）
・基礎の耐力の照査（液状化ありの場合、液状化ありと液状化なしの両方を照査）

・基礎の応答塑性率の照査（基礎の塑性率と変位の照査）

⑧疲労の照査（永続・変動作用支配状況）

・鋼部材溶接部の疲労照査

END
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応力度が制限値を超える

基礎の安定が得られない

杭体の応力度が制限値を超える

変形過多、耐力の不足

アンカーフレームが収まらない

基礎の照査が制限値を満足しない

基礎に作用する鉛直力、水平力、モーメントに対し、

安定性の照査を行う。 

（支持力の照査、水平変位の照査） 

 偶発作用支配時（レベル2地震時）は、基礎の降伏の

照査を行い、降伏する場合は、基礎の塑性率と変位が制

限値内にあることを照査する。 

(ただし、基礎の降伏耐力が柱基部の終局耐力もしくは

断面力を上回らないことが条件) 


